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『
建
久
御
巡
礼
記
』
の
基
礎
的
研
究
・

ー
神
宮
文
庫
本
系
統
の
再
検
討
|

大
橋

直
義

神
宮
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
を
め
ぐ
っ
て

か
つ
て
『
建
久
御
巡
礼
記
』
(
以
下
、
『
巡
礼
記
』
)
の
伝
本
系
統
に
つ
い
て
論
じ
た
と
き
、
神
宮
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
の
重
要
性

に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二

O
O
八
年
・
夏
に
同
文
庫
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の
ご
高
配
を
賜
わ
り
、
原
本
閲
覧
の
機
会
を
得
て
、
度
会
家
行
が
著
し
、
そ
の
直
系
の
実
相
が
書
写
し
た
『
類
緊
神
祇
本
源
』
紙
背
に
存
す

る
神
宮
文
庫
蔵
本
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
だ

o

本
稿
は
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
「
巡
礼
記
』
の
伝
本
系
統
の
成
り
立
ち
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
本
稿
で
言
及
す
る
伝
本
を
以
下
に
列
記
す
る
。

{
東
急
】
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
(
『
南
都
七
大
寺
縁
起
』
)
、
〔
鎌
倉
初
期
〕
写
、
一
巻
一
軸

【
彰
考
】
彰
考
館
蔵
『
南
都
巡
礼
記
』
、
〔
元
禄
以
前
〕
写
、
一
巻
一
冊
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(
一
七
四
一
)

{
保
井
】
保
井
文
庫
蔵
「
南
都
巡
礼
記
』
、
寛
保
元
年
森
胤
清
写
、

(
一
三
O
三
)

【
前
田
】
前
田
尊
経
閤
文
庫
蔵
『
南
都
巡
礼
記
」
、
乾
元
二
年
英
範
写
、
二
巻
一
冊

一
巻
一
冊

【
集
記
】
天
理
図
書
館
蔵
『
大
和
寺
集
記
』
(
〔
江
戸
中
期
〕
写
、
一
冊
)
所
引
本

{
神
宮
}
神
宮
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
、
〔
十
四
世
紀
前
期
〕
写

【
龍
門
】
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
南
都
山
階
寺
諸
寺
諸
院
私
記
』
(
〔
室
町
初
期
〕
写
、
一
冊
)
所
引
本

【
東
急
・
彰
考
・
保
井
】の
三
本
は
そ
の
本
文
・
文
字
遣
い
に
お
い
て
極
め
て
一
致
度
が
高
い
伝
本
群
で
あ
る
。
な
か
で
も
〔
鎌
倉
初
期
〕

写
の
{
東
急
】
は
現
存
最
古
写
本
に
し
て
最
善
本
と
み
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
野
口
博
久
は
、
【
保
井
】
の
春
日
社
条
末
尾
注
記
に

み
え
る
事
候
一
ハ
一
年
写
の
〔
多
武
峯
本
〕
(
散
逸
本
)
を
こ
れ
ら
と
同
系
統
の
一
本
と
み
て
、
こ
れ
ら
を
「
多
武
峯
本
系
統
」
と
名
づ
け
た
。

な
お
、
前
稿
で
【
東
急
】
が
「
「
御
所
」
に
進
上
さ
れ
た
精
撰
本
」
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
示
し
た
が
、
【
神
宮
】
を
精
査
し
た
結
果
、
そ

の
蓋
然
性
は
低
い

(
後
述
)
。

【
前
田
・
集
記
}
は
「
流
布
本
系
統
」
に
属
す
る
。
他
に
日
本
大
学
本
・
醍
醐
寺
蔵
『
日
域
諸
寺
私
記
弁
諸
社
』
所
引
本
が
あ
る
が
今
は

触
れ
な
い
。
こ
の
系
統
は
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
も
引
用
さ
れ
、
「
巡
礼
記
』
と
し
て
も
縁
起
集
化
を
目
指
す
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
上
巻
巻
末
話
や
『
古
事
談
』
巻
三
冒
頭
の
東
大
寺
関
連
話
の
典
拠
と
な
り
、
鎌
倉
期
初
頭
の
段
階
か
ら
寺
院
圏
を
中
心
と
し

て
相
当
に
流
布
し
て
い
た
伝
本
群
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
古
事
談
』
と
の
関
連
性
で
い
え
ば
、
そ
の
成
立
下
限
で
あ
る

(
一
二
一
五
)

建
保
三
年
に
は
す
で
に
流
布
本
系
の
祖
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
流
布
本
系
統
と
し
て
引
用
す
る
本
文
は
原
則

【
前
田
】
に
よ
る
が
)
、
【
前
田
】
が
不
如
意
の
脱
文
・
誤
写
を
お
か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
も
複
数
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
同
系
の
他
本
で

(277) ハ
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適
宜
補
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
が
、
大
宮
家
本
な
ど
、
「
春
日
社
系
統
」
と
位
置
づ
け
た
一
群
も
あ
る
(
前
稿
参
照
)
。

【
神
宮
・
龍
門
}
は
「
神
宮
文
庫
本
系
統
」
と
呼
び
う
る
二
本
で
あ
る
。
野
口
博
久
は
、
【
東
急
・
彰
考
・
保
井
・
神
宮
・
前
田
}
等
を
対

照
し
、
「
多
武
峯
本
系
統
」
を
最
善
本
、
【
前
田
】
の
後
出
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
変
容
過
程
の
中
間
的
な
形
態
で
あ
る
と
し
て
、
{
神

宮
}
を
「
中
間
本
系
統
」
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
【
神
宮
】の
本
文
の
全
体
を
微
細
に
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
位
置

づ
け
は
訂
正
の
要
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
次
の
西
大
寺
条
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

フ
サ
イ
キ

【
東
急
】
此
寺
ハ
平
城
宮
御
宇
孝
謙
皇
帝
融
問
聖
武
天
皇
ノ
御
娘
二
オ
ハ
シ
マ
ス
扶
桑
記
第
九
云
天
平
神
護
元
年
西
大
寺
ヲ
造
ラ
セ
給
ヒ
テ
・
:

【
神
宮
】
此
寺
ハ
平
城
宮
ノ
御
宇
孝
謙
皇
帝
敵
附
御
願
也
扶
桑
記
ノ
第
九
云
天
平
神
護
元
年
ニ
天
皇
此
寺
ヲ
作
ラ
セ
給
テ
:
・

【
前
田
】
此
寺
ハ
平
城
宮
御
宇
孝
謙
皇
帝
敵
附
割
剖
刻
劃
パ
釧
刈
刈
刈
斗
判
別
判
寸
バ
叶
側
門
川
御
願
也
扶
桑
記
第
九
云
天
平
神
護
元
年
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天
皇
西
大
寺
ヲ
ツ
ク
ラ
セ
給
テ
:
・

傍
線
部
は
{
東
急
・
前
田
】
に
あ
り
、
太
宇
部
分
は
{
神
宮
・
前
田
】
に
、
さ
ら
に
二
重
傍
線
部
は
【
前
田
】のみ
に
あ
る
こ
の
箇
所
は
、

{
東
急
】
↓
【
神
宮
】
↓
【
前
田
】
と
い
う
野
口
が
想
定
し
た
伝
本
系
統
論
で
は
説
明
が
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
や
や
先
取
り
し
て
し

ま
う
な
ら
ば
、
【
東
急
・
神
宮
】
に
は
共
通
祖
本
が
想
定
で
き
、
両
本
の
親
本
へ
と
分
岐
し
た
後
に
、
個
別
に
転
写
が
な
さ
れ
、
そ
の
と
き

に
誤
写
・
誤
脱
は
も
ち
ろ
ん
、
本
文
の
整
理
・
増
補
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
系
統
認
識
に
拠
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
【
東
急
}
の
文

(276) 

意
が
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
の
状
況
は
、
原
撰
本
で
は
割
注
で
あ
っ
た
傍
線
部
が
本
行
化
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
推
定
で
き
る



す
な
わ
ち
原
撰
本
で
は
「
此
寺
ハ
平
城
宮
御
宇
孝
謙
皇
帝
語
…
聖
武
天
皇
ノ
御
娘
二
オ
ハ
シ
マ
ス
御
願
也
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
傍
線
部
が
本
行
化
す

る
こ
と
で
文
意
が
通
り
づ
ら
く
な
っ
た
た
め
、
【
東
急
】
は
「
御
願
也
」
を
削
除
、
【
神
宮
】
は
傍
線
部
を
削
除
、
{
前
田
】
つ
ま
り
流
布
本

(275) 

系
祖
本
は
「
ヲ
ワ
シ
マ
シ
、
」
と
改
め
て
、
そ
の
文
音
山
を
通
し
た
と
考
え
る
の
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

本
稿
末
尾
に
付
し
た
表
は
、
【
神
宮
}
が
有
し
て
い
る
東
金
堂
・
東
大
寺
・
法
花
寺
・
西
大
寺
・
招
提
寺
・
薬
師
寺
・
元
興
寺
・
大
安
寺
・

法
隆
寺
各
条
の
本
文
を
【
東
急
・
前
田
】
と
比
較
対
照
し
う
る
部
分
(
七
三
三
項
)
に
分
割
し
、
そ
の
異
同
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
①
②
③

/
a
j
q
の
五
一
項
目
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
の
総
数
が
③
に
比
し
て
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
が
流
布
本
が
【
神
宮
】
か
ら
出
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
、

つ
ま
り
【
神
宮
】
が
「
中
間
本
」
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

大
東
急
本
・
神
宮
本
の
近
縁
性

-322-

前
節
で
も
ふ
れ
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
掲
げ
る
の

は
東
大
寺
条
の
大
仏
開
眼
会
記
事
の
あ
と
の
聖
武
天
皇
ら
東
大
寺
四
聖
記
事
の
周
辺
で
あ
る
。

大
施
主
ノ
聖
武
天
皇
ハ
救
世
観
音
良
弁
僧
正
者
弥
勅
也

婆
羅
門
僧
正
者
普
賢

行
基
菩
薩
者
文
殊
也

カ
ヤ
ウ
ノ
権
者
共
ノ
寄
ョ
リ
集
リ
テ
作
供
養
セ
ラ
レ
シ
ナ
リ

開
眼
導
師
者
天
竺
菩
提講
師
者
隆
尊
律
師化
人
也

読
師
者
延
福
禅
師
也

呪
願
大
唐
ノ
道
瑠
律
師

右
は
{
東
急
】

セ
ム

の
本
文
だ
が
、
{
神
宮
}
は
「
道
藩
」
を
「
道
渚
」
と
表
記
す
る
な
ど
の
細
か
な
異
同
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
【
前



田

つ
ま
り
流
布
本
系
統
は
、
本
文
は
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
「
開
眼
導
師
」
以
下
の
部
分
を
聖
武
天
皇
ら
東
大
寺
四
聖
記
事
の
前
に
配
置

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
事
構
成
と
い
う
点
で

【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
を
示
す
顕
著
な
事
例
と
し
て
は
、
次
の
招
提
寺
条
の
東
大
寺

戒
壇
創
建
説
を
め
ぐ
る
問
題
も
あ
げ
ら
れ
る
。

【
東
急
】
天
皇
待
ツ
ケ
テ
悦
給
ヒ
テ
戒
壇
ヲ
建
テ
ラ
レ
キ
僧
徒
自
此
一
々
ノ
国
ニ
、
盛
ナ
リ

1
1
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
l
i
-
-
i

コ
レ
ヨ
リ
リ
ニ
セ
リ

【
神
宮
】
天
皇
待
付
テ
悦
ハ
セ
給
テ
戒
壇
ヲ
立
テ
、
僧
ノ
戒
律
ヲ
崇
ヒ
受
ル
事
ヲ
ハ
偏
ニ
和
尚
一
一
任
セ
給
ヘ
リ
僧
徒
自
是
盛

た
方
言κ
5

ま

I
1
0
時
中
立
口p
t

【
神
宮
】
独
自
異
文
。
そ
れ
以
外
の
戒
壇
説
も
流
布
本
系
統
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
後
に
言
及
す
る
金

323 

亀
舎
利
塔
縁
起
説
が
配
置
さ
れ
、
両
者
で
明
確
な
対
立
を
見
せ
て
い
る
。

記
事
配
列
の
み
な
ら
ず
、
文
言
の
レ
ベ
ル
で
も
【
東
急
・
神
宮
}
の
近
縁
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
例
は
末
尾
の
表
の
①
g
l
k

に

ツ
キ
テ

集
中
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
き
な
本
文
増
幅
を
行
な
っ
て
い
る
箇
所
も
多
々
あ
り
、
た
と
え
ば
【
東
急
・
神
宮
】
は
と
も
に
「
岸
ニ
付
後

ク
カ
ニ

一
人
党
僧
陸
上
リ
テ
行
基
菩
薩
御
手
ヲ
取
リ
テ
」
と
し
か
記
さ
な
い
東
大
寺
条
の
行
基
・
菩
提
和
歌
贈
答
説
話
の
一
文
を
、
{
前
田
】
は
次
の
よ

う
に
増
幅
す
る
。

岸
ニ
ツ
キ
テ
後
一
人
ノ
党
僧
ク
カ
ニ
ノ
ホ
リ
テ
百
僧
ノ
ハ
テ
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
行
基
菩
薩
ヲ
カ
キ
ワ
ケ
テ
御
手
ヲ
ト
リ
テ
一
度
ハ
ヨ
ロ
コ

ヒ
一
度
ハ
カ
ナ
シ
ミ
給
キ

(274) 



流
布
本
系
統
の
増
補
箇
所
で
あ
る
傍
線
部
分
は
『
古
事
談
』
巻
三
|
三
「
其
時
行
基
執
手
、

一
度
者
喜
、
一
度
者
悲
一
乙
と
対
応
し
、
流
布

(273) 

本
系
統
と
「
古
事
談
』
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
る
箇
所
で
も
あ
る
。
ま
た
大
安
寺
条
の
次
の
記
事
を
比
較
し
て
み
て
も
や
は
り
【
東
急
・

神
宮
】
の
近
縁
性
は
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
両
本
に
共
通
の
祖
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

【
東
急
】
聖
武
天
皇
ノ
時
ニ
至
マ
テ
寺
ヲ
造
リ
崇
給
ヒ
シ
白
王
子
帝
王
十
三
代
也
此
寺
特
ニ
勝
タ
ル
勝
地
也

【
神
宮
】
迄
至
聖
武
天
皇
時
一
一
寺
ヲ
作
リ
崇
メ
給
シ
皇
子
帝
王
十
三
代
也
此
寺
殊
一
一
勝
タ
ル
地
也

【
前
田
}
聖
武
天
皇
奈
良
ノ
都
ニ
ウ
ツ
シ
ッ
ク
リ
給
シ
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
皇
子
帝
王
ス
ヘ
テ
十
三
代
ノ
御
門
ノ
朝
ニ
此
寺
ヲ
ア
カ
メ
サ
セ
給
ヘ

ル
寺
ナ
リ
此
寺
ノ
ッ
ク
リ
ヲ
コ
リ
弁
ニ
御
仏
ノ
相
好
コ
ト
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
寺
也
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さ
ら
に
【
東
急
・
神
宮
}
共
通
祖
本
と
流
布
本
系
祖
本
の
関
係
を
明
確
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
出
典
の
存
在
す
る
箇
所
を
検
討
し
て
お

こ
う
。
ま
ず
、
東
金
堂
条
に
お
け
る
「
太
子
伝
」
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
【
東
急
}
を
引
用
す
る
。

太
子
伝
云
敏
達
天
皇
即
位
八
年
記
冬
十
月
一
一
白
新
羅
国
一
仏
像
ヲ
此
ノ
朝
へ
剰
叶
叶
湖
一
太
子
申
給
ハ
ク
西
国
ノ
聖
人
尺
迦
牟
尼
仏
ノ
遺
像
ナ
リ
末

ワ
サ
ワ
ヒ
シ
ノ
ケ
ハ
マ
ネ
イ
ツ
、
ム

I
l
l
-
-

世
ニ
是
ヲ
貴
ス
レ
ハ
災
ヲ
消
テ
幸
ヲ
蒙
ル
是
ヲ
凌
者
則
災
ヲ
招
テ
命
ヲ
促
ト
申
給
シ
カ
ハ
天
皇
安
置
供
養
給
へ
リ
今
此
御
堂
後
戸
ニ
伝
ハ
リ
留
マ
リ
給
ヘ
リ

ヲ
サ
タ
ノ

{
神
宮
】
も
【
東
急
】
に
近
く
、
異
同
は
傍
線
部
の
「
敏
達
天
皇
」
「
奉
レ
リ
送

L
「
天
皇
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
敏
達
天
皇
他
国
宮
御
宇
ノ
時
」
「
奉

渡
ン
送
一
」
「
天
皇
間
食
テ
」
と
し
て
独
自
に
語
句
を
補
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
八
歳
総
を
み
て
み
る
と
、



八
年
妃
冬
十
月
。
新
羅
国
献
ゴ
送
仏
像
一
。
太
子
令
一
一
皇
子
奏
一
日
。
西
国
聖
人
釈
迦
牟
尼
仏
遺
像
。
末
世
尊
レ
之
。
則
消
レ
禍
蒙
レ
福
。
蔑

レ
之
則
招
レ
災
縮
レ
寿
。
児
読
一
一
仏
経
一
。
其
旨
微
妙
。
望
也
崇
ゴ
貴
仏
像
一
。
如
レ
説
修
行
。
天
皇
大
悦
。
安
置
供
養
。
今
在
一
一
興
福
寺
東
金
堂
一
。

【
東
急
・
神
宮
}
共
通
祖
本
は
『
伝
暦
』
に
完
全
に
一
致
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
お
お
む
ね
こ
の
記
事
に
依
拠
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
流
布
本
系
統
の
場
合
、
「
太
子
甲
給
ハ
ク
」
の
直
前
に
「
天
皇
太
子
ニ
ト
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
セ
給
シ
カ
ハ
」
と
の
文
言
を
独
自
に
補
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
出
典
の
存
在
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
共
通
祖
本
の
か
た
ち
が
本
来
で
、
流
布
本
系
統
は
そ
の
本
来
の
か
た
ち
に
新
た

に
加
筆
し
て
い
る
様
相
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
東
大
寺
要
録
』
供
養
章
第
三
の
「
又
古
老
云
」
で
始
ま
る
記
事
に
依
拠
し
た

東
大
寺
条
華
厳
会
縁
起
の
鯖
売
翁
説
も
こ
れ
と
同
様
の
事
例
で
あ
る
。
翁
の
杖
が
地
面
に
突
き
立
っ
た
場
所
を
、
【
東
急
・
神
宮
】
は
「
東

近
廊
前
」
と
し
て
、
『
要
録
』
に
一
致
す
る
。
し
か
し
流
布
本
系
統
は
い
ず
れ
も
「
東
廻
廊
」
と
す
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
誤
写
に
よ
る
も
の

だ
ろ
う
が
、
流
布
本
系
祖
本
の
段
階
で
生
じ
た
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
、
だ
ろ
う
。

こ
の
節
の
最
初
に
引
い
た
東
大
寺
四
聖
記
事
の
周
辺
の
場
合
、
流
布
本
系
祖
本
の
意
図
が
よ
り
明
確
に
見
え
て
く
る
。
流
布
本
系
統
が
「
開

眼
導
師
」
以
下
の
記
事
の
位
置
を
前
方
に
動
か
し
た
の
は
、
傍
線
を
施
し
て
お
い
た
「
カ
ヤ
ウ
ノ
権
者
ト
モ
」
の
な
か
に
、
四
聖
だ
け
で
は
な
く
、

菩
提
僧
正
ら
も
お
さ
め
、
記
事
全
体
の
整
合
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
記
事
で
は
い
ず
れ

も
菩
提
僧
正
を
「
開
眼
導
師
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
先
立
つ
箇
所
で
は
、
【
東
急
・
神
宮
】
と
も
に
「
行
基
菩
薩
ニ
宣
ク
寺
ヲ
供
養
ム
ト
思
ニ

菩
薩
ヲ
講
師
ト
セ
ム
ト
思
へ
リ
[
・
:
略
・
:
]
菩
薩
申
給
ク
行
基
大
会
ノ
講
師
ト
セ
ム
ニ
タ
エ
シ
」
と
し
、
わ
ず
か
な
離
離
を
見
せ
て
い
る
。
『
三
宝
絵
』

や
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
で
は
「
講
師
」
と
し
、
さ
ら
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
「
供
養
」
の
語
も
見
え
る
。
こ
こ
で
は
【
東
急
・
神
宮
】
の
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か
た
ち
が
本
来
的
と
ニ
一
一
守
え
る
の
だ
が
、
一
方
で
{
前
田
】
は
こ
の
箇
所
を
「
行
基
菩
薩
ニ
ノ
給
ハ
ク
導
師
ニ
ハ
菩
薩
ヲ
モ
チ
ヰ
ム
ト
オ
モ
フ
[
:

略
:
・
]
菩
薩
申
給
ハ
ク
行
基
大
会
ノ
導
師
ト
ナ
ラ
ム
ニ
タ
エ
シ
」
と
改
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
聖
記
事
周
辺
と
の
整
合
性
を
高

め
よ
う
と
す
る
意
図
に
ほ
か
な
ら
ず
、
さ
ら
に
傍
線
部
の
よ
う
に
「
ナ
ラ
ム
ニ
タ
エ
シ
」
と
す
る
ほ
う
が
行
基
の
発
話
と
し
て
文
脈
が
整
つ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

同
様
の
意
図
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
を
さ
ら
に
い
く
つ
か
検
討
し
て
お
こ
う
。

中
天
竺
舎
衛
国
ノ
紙
薗
精
舎
ハ
都
率
天
宮
ヲ
ウ
ツ
シ
造
ル
大
唐
西
明
寺
ハ
彼
祇
薗
精
舎
ヲ
ウ
ツ
ス
本
朝
ノ
大
安
寺
ハ
彼
西
明
寺
ヲ
ウ
ツ
ス

洛
陽
ノ
法
成
寺
ハ
南
京
ノ
大
安
寺
ヲ
ツ
ク
ラ
レ
タ
リ
此
寺
ノ
ヲ
コ
リ
ハ
上
宮
太
子
熊
凝
ノ
村
ヲ
精
舎
ニ
造
ラ
ム
ト
申
給
シ
ヨ
リ
ヲ
コ
レ

リ

[
V
]太
子
ハ
用
明
天
皇
ノ
第
二
子
也

の
大
安
寺
条
冒
頭
で
あ
る
。
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
傍
線
部
分
の
法
成
寺
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
{
東
急
】
の
場
合
、
V
部
分

に
「
北
京
法
城
寺
ハ
コ
ノ
大
安
寺
ヲ
被
選
タ
リ
」
と
の
文
言
が
割
注
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
討
。
{
前
田
】
は
こ
の
配
列
移
動
に
よ
っ
て
文

{
前
田
】

脈
の
整
合
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
見
る
べ
き
だ
。
な
お
【
神
宮
】は
こ
の
法
成
寺
記
事
を
持
た
な
い

(
後
述
)
。

ま
た
同
じ
大
安
寺
条
の
行
教
和
尚
関
連
記
事
も
流
布
本
系
統
は
次
の
傍
線
部
の
よ
う
に
独
自
文
を
置
く
。

行
教
和
尚
モ
ツ
ク
シ
ノ
宇
佐
ノ
宮
ヨ
リ
八
幡
大
菩
薩
ヲ
負
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
ハ
此
寺
ノ
イ
ハ
シ
水
ノ
房
ニ
シ
ツ
メ
マ
イ
ラ
セ
給
ヒ
キ
ノ
チ

ニ
コ
ソ
オ
ト
コ
山
ノ
イ
夕
、
キ
ヘ
ハ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
カ
此
寺
ハ
コ
レ
大
菩
薩
ノ
本
所
也
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ハ
シ
メ
ツ
ク
リ
タ
マ
ヒ

【
東
急
・
神
宮
】
は
傍
線
部
の
替
わ
り
に
「
道
慈
律
師
始
造
給
シ
モ
源
ハ
都
率
宮
ノ
図
也
」
と
の
一
文
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
次
の
記
事
が
権
操
・

空
海
・
最
澄
ら
も
大
安
寺
に
住
し
た
こ
と
を
述
べ
る
説
で
あ
る
の
で
、
【
東
急
・
神
宮
】
は
不
審
な
記
事
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
【
東

ラ
ム
ト

急
・
神
宮
・
前
田
】
と
も
に
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
「
造
大
寺
イ
思
テ
唐
ノ
西
明
寺
ノ
様
ヲ
遷
取
リ
テ
来
レ
リ
」
(
【
東
急
}
。
{
前
田
】
「
西
明
寺
ノ
図
」
)

と
し
て
い
る
の
で
、
【
東
急
・
神
宮
】は
結
局
重
複
し
て
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
流
布
本
系
祖
本
は
こ
の
状
況
を
回
避
し
、
全
体
の
整

合
性
を
高
め
る
た
め
に
重
複
部
分
を
削
除
し
、
そ
こ
に
あ
ら
た
な
言
説
を
加
筆
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
{
東
急
・
神
宮
】
に
は
共
通
祖
本
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
流
布
本
系
統
は
整
合
性
を
高
め
、

新
た
な
言
説
を
増
幅
す
る
意
図
を
も
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
増
幅
は
野
口
博
久
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
な

修
辞
的
表
現
の
増
幅
に
ま
で
お
よ
的
、
流
布
本
系
の
後
出
性
を
証
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
に
一
例

で
あ
る
が
、
流
布
本
系
本
文
に
本
来
の
か
た
ち
が
残
っ
て
い
る
場
合
も
存
す
る
。
次
の
東
大
寺
条
の
一
文
、
『
要
録
』
縁
起
章
第
二
所
引
「
大
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仏
殿
碑
文
」
に
依
拠
し
た
箇
所
で
あ
る
。
三
本
ほ
ぼ
類
同
で
あ
る
の
で
【
東
急
】の
み
を
掲
げ
、
主
要
な
異
同
は
傍
記
で
示
し
た
。

イ
キ
ヲ
ヒ

天
下
ノ
冨
有
者
朕
也
天
下
ノ
勢
有
者
朕
也
此
冨
勢
ヲ
以
テ
此
ノ
尊
像
ヲ
ツ
ク
ラ
ム
ニ
コ
ト
ハ
ナ
リ
ヤ
ス
ク
シ
テ
心
者
イ
タ
リ
カ
タ
シ
人
ノ

前
}
財
力
一
)
ス
ウ
ハ
ワ
シ
テ
(
{
神
】
誇
知
識
ヲ
モ
テ
【
前
】
十
方
ノ
知
識
ヲ
ス
、
メ
テ
)
ム
ト
モ
ハ
ト
キ
リ
ト
キ
リ
ー
レ
ト

財
ヲ
モ
不
奪
一
人
心
ヲ
モ
不
破
一
知
識
ヲ
勧
メ
テ
五
口
ト
同
ク
慮
舎
那
仏
ヲ
造
ル
ト
令
思
一
也
草
一
把
土
一
拳
ヲ
加
テ
造
ラ
ハ
無
妨
事
一
宣
旨

[
V
]
 

ヲ
被
下
一
也

【
前
田
】
の
場
合
、
V
の
位
置
に
「
諸
知
識
者
」
な
る
文
言
が
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
意
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
(270) 



こ
こ
で
「
大
仏
殿
碑
文
」
の
対
応
箇
所
を
み
て
み
る
と
、

(269) 

夫
有
二
天
下
之
富
一
者
朕
也
。
有
二
天
下
之
勢
一
者
朕
也
。
以
二
此
富
勢
一
造
二
彼
尊
像
一
。
事
也
易
レ
成
心
難
レ
至
。
但
恐
徒
有
レ
労
レ
人
預
無

一
一
能
感
一
。
諸
知
識
者
。
発
一
一
至
誠
心
一
。
令
一

1
人
招
一
レ
福
。
[
・
:
略
・
:
]
如
更
有
乙
人
願
下
持
一
二
枝
草
一
合
土
一
造
上
レ
像
者
甲
。
勿
レ
禁
勿
レ
障
。

と
あ
り
、
流
布
本
と
同
じ
く
「
諸
知
識
者
」
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
後
の
傍
線
部
分
は
引
用
さ
れ
ず
、
や
は
り
流
布
本

の
本
文
に
と
っ
て
不
要
な
一
語
で
あ
る
の
だ
。
流
布
本
系
祖
本
が
独
自
に
「
大
仏
殿
碑
文
」
を
参
看
し
、
あ
え
て
文
脈
を
乱
す
こ
の
語
を
補
つ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
語
は
「
巡
礼
記
』

の
原
撰
本
の
段
階
か
ら
存
在
し
た
一
語
で
、
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
が
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意
図
的
に
削
除
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
現
象
と
、
こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
共
通
祖
本
と
流
布
本
系
統
本
文
の
関
係
|
|
流
布
本
の
後
出
性
と
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
。
第
一
に
、
流
布
本
系
祖
本
は
原
撰
本
か
ら
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
へ
と
転
写
さ
れ
る
段
階
以
前
に
派
生
し
た

伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
流
布
本
系
祖
本
の
段
階
で
、
誤
写
等
に
起
因
す
る
本
文
の
乱
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

記
事
の
整
合
性
を
高
め
、
接
続
語
を
補
う
な
ど
叙
述
を
明
確
に
し
つ
つ
、
修
辞
的
表
現
や
新
た
な
縁
起
説
を
増
補
す
る
と
い
う
編
集
行
為
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
原
撰
本
の
姿
は
む
し
ろ
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
の
ほ
う
が
留
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
流
布

本
系
祖
本
観
は
、
『
古
事
談
』
編
纂
以
前
に
流
布
本
系
統
の
本
文
が
す
で
に
源
顕
兼
の
手
も
と
に
あ
っ
た
と
い
う
推
定
と
も
符
合
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。



神
宮
文
庫
本
の
位
相

現
存
【
東
急
】
【
神
宮
】
は
い
ず
れ
も
共
通
祖
本
か
ら
派
生
し
た
本
文
で
、
親
子
の
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
引
用
は
略
す
が
【
東
急
】

の
場
合
、
『
要
録
』
を
出
典
と
す
る
部
分
で
の
脱
文
が
二
箇
所
、
目
移
り
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
る
脱
文
が
三
箇
所
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
【
神
宮
一
『
要
録
』
・
流
布
本
系
伝
本
に
存
在
す
る
文
言
と
な
っ
て
い
る
(
②ae
h
)。
ま
た
②
i
l
m

の
本
文
改
変
・
増

幅
も
、
①
③
の
状
況
に
較
べ
れ
ば
数
・
質
と
も
に
微
細
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
②
f

に
分
類
し
た
事
例
は
、
【
神
宮
・
前
田
】
「
会
ノ
中
間

ニ
高
座
ョ
リ
ヲ
リ
テ
堂
ノ
後
戸
ョ
リ
カ
イ
ケ
ツ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
ニ
ケ
出
ル
也
」
の
傍
線
部
を
【
東
急
}
が
記
さ
な
い
点
だ
が
、
こ
の
表
現
は
、
同
じ
東

大
寺
条
の
中
で
先
だ
っ
て
記
さ
れ
て
い
た
表
現
で
、
【
東
急
】
が
独
自
に
重
複
を
回
避
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
【
神
宮
】
に
も
比
較
的
規

模
の
大
き
な
脱
文
が
四
箇
所
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
【
東
急
・
前
田
】
に
存
す
る
本
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
【
東
急
】
【
神
宮
】
は
そ
の
共

通
祖
本
か
ら
派
生
し
た
兄
弟
関
係
に
あ
る
伝
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
【
神
宮
}
に
は
「
私
記
」
等
と
し
て
記
さ
れ
る
独
自
記
事
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
本
文
増
幅
・
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
巡
礼
記
』

【
東
急
】

の
ほ
う
が
、
中
世

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
む
し
ろ
【
神
宮
】

の
原
態
を
最
も
留
め
て
い
る
の
は

に
お
け
る
『
巡
礼
記
」

の
位
相
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

敏
達
天
皇
十
三
年
に
百
済
か
ら
献
納
さ
れ
、
本
元
興
寺
に
安
置
さ
れ
た
弥
勅
像
に
つ
い
て
、
【
東
急
・
神
宮
】
は
と
も
に
「
石
像
弥
勤
」
と
し
、

流
布
本
は
「
時
限
ノ
像
ノ
弥
勤
」
と
具
体
的
に
記
す
。
後
に
像
が
盗
み
出
さ
れ
、
【
東
急
・
前
田
】
は
「
其
ノ
石
ノ
座
許
ヲ
コ
ノ
奈
良
ノ
元
興
寺

へ
送
リ
渡
シ
」
た
と
す
る
の
だ
が
、
【
神
宮
】

の
み
は
、
そ
れ
を
「
馬
脳
ノ
石
ノ
坐
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
い
か
に
し
て
生
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。
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こ
の
点
に
関
し
て
参
考
に
な
る
の
が
鑑
真
に
会
っ
た
栄
叡
ら
に
つ
い
て
の
次
の
一
文
で
あ
る
(
招
提
寺
条
)
。

ナ
シ
ロ

【
東
急
】
栄
叡
普
照
ト
云
二
人
僧
清
河
ノ
宰
相
大
使
名
代
副
使
此
僧
俗
四
人
ヲ
為
使
寸
:

【
神
宮
】
栄
叡
普
照
ト
云
フ
二
人
ノ
僧
清
河
ノ
相
宰
大
使
大
伴
古
満
呂
等
此
人
共
四
人
ヲ
遣
テ
・
:

【
前
田
】
栄
叡
普
照
ト
云
二
人
ノ
僧
大
使
藤
原
清
河
宰
相
大
伴
古
満
呂
副
使
等
ヲ
使
ト
シ
テ
・
:

【
東
急
・
神
宮
】
が
近
い
が
、
遣
唐
副
使
の
名
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
み
、
{
神
宮
】
と
流
布

文
章
そ
の
も
の
と
し
て
は

本
が
一
致
す
刻
。
し
か
し
「
東
征
伝
』
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
「
巡
礼
記
』
の
記
述
は
い
ず
れ
も
誤
り
を
含
ん
で
い
る
の
だ
。
栄
叡
ら
が

(
七
二
一
一
一
)

鑑
真
の
も
と
を
訪
れ
た
の
は
天
平
四
年
任
の
遣
唐
使
で
、
大
使
を
多
治
比
真
人
広
成
、
副
使
を
中
臣
名
代
と
す
る
も
の
。
一
方
、
鑑
真
が
来

(
七
五

O
)

朝
か
な
っ
た
際
の
船
は
、
清
河
を
大
使
、
古
麻
呂
を
副
使
と
し
た
天
平
勝
宝
二
年
任
の
遣
唐
使
船
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
実
際
に
鑑
真
が
乗
船

し
た
の
は
古
麻
呂
の
乗
る
第
二
船
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
【
東
急
}
が
こ
れ
を
あ
え
て
「
名
代
」
と
改
め
た
と
は
考
え
に
く
仔
、
し
た
が
っ
て
{
東

急
】
が
元
来
の
本
文
、
つ
ま
り
{
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
の
本
文
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
副
使
の
名
以
外
の
{
東
急
・
神

宮
】
の
本
文
が
相
対
的
に
近
い
こ
と
も
そ
の
論
拠
と
な
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
【
神
宮
】
は
い
か
に
し
て
本
文
を
訂
し
え
た
の
か
。
そ
の
方
法
は
、

あ
る
種
の
流
布
本
系
伝
本
に
依
拠
し
た
校
定
・
増
補
、
つ
ま
り
広
義
の
〈
注
釈
〉
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、

元
来
は
単
に
「
石
ノ
坐
」
と
あ
っ
た
本
文
を
「
馬
脳
ノ
像
ノ
弥
勤
」
か
ら
の
類
推
で
「
馬
脳
ノ
石
ノ
坐
」
と
変
容
さ
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

東
大
寺
条
末
尾
の
【
東
急
・
神
宮
】
「
此
度
ノ
炎
上
」
・
【
前
田
】
「
コ
ノ
タ
ヒ
ノ
平
家
ノ
炎
上
」
の
相
違
に
関
し
て
も
同
様
の
〈
注
釈
〉
が

な
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
神
宮
}
は
こ
の
直
後
に
、
「
今
度
炎
上
ト
ハ
治
承
四
年
十
二
月
廿
八
日
平
家
太
上
入
道
也
軍
兵
与
大
衆
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合
戦
ノ
時
ノ
炎
上
也
私
記
之
」
な
る
「
私
注
」
を
記
す
が
、
こ
れ
は
流
布
本
の
「
平
家
ノ
炎
上
」
を
参
看
す
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
、
共
通
祖

本
の
「
此
ノ
度
ノ
炎
上
」
に
対
す
る
〈
注
釈
〉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
鮮
明
か
つ
大
規
模
に
〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
招
提
寺
条
の
東
大
寺
戒
壇
創
建
説
と
金
亀
舎
利
塔
縁
起
説
に

関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
共
通
祖
本
で
は
戒
壇
説
の
み
が
記
さ
れ
、
流
布
本
に
お
い
て
は
そ
れ
が
舎
利
塔
縁
起
説
に
差
し
替

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
【
神
宮
】の
場
合
、
本
条
の
末
尾
に
種
々
の
記
事
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
か

な
わ
な
い
が
、
七
つ
の
部
分
に
分
け
て
摘
記
す
る
。

1

・
「
其
ノ
渡
リ
シ
道
ノ
程
ノ
事
難
シ
尽
得
一
・
:
」

H

流
布
本
系
「
金
亀
舎
利
塔
縁
起
説
」
を
略
述
。
【
東
急
・
前
田
】
「
彼
ノ
仏
舎
利
本
尊
道

2

・
「
私
云
是
ノ
御
舎
利
即
是
ノ
招
提
寺
ニ
御
ハ
セ
リ
:
・
」

日
招
提
寺
舎
利
の
霊
験
。
【
神
宮
】
独
自
記
事
。

具
共
ヲ
残
シ
置
給
ヘ
リ
」
と
差
し
替
え
ら
れ
る
。

3

・
「
弁
和
尚
ノ
御
影
ハ
:
・
」【
前
田
・
集
記
】の
み
に
存
す
る
影
堂
の
記
事
と
関
連
す
る
か
。

4

・
「
其
ノ
西
ノ
方
ニ
又
タ
イ
味
入
リ
タ
ル
井
ア
リ
・
:
」【
神
宮
】
独
自
記
事
。
出
典
未
詳
。

5

・
「
遠
ク
凌
テ
彼
鯨
波
子
:
是
ノ
和
尚
ノ
思
ヲ
可
知
一
者
也
」

日
流
布
本
系
「
僧
ト
モ
ナ
リ
1

鑑
真
和
尚
ノ
思
ヲ
ム
ク
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
サ
ラ

ム
」
の
関
連
記
事
。

6

・
「
天
台
叡
山
ノ
戒
壇
ハ
:
・
」【
神
宮
】
独
自
記
事
。
貞
慶
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』
。

7

・
「
私
云
此
土
ヲ
乞
請
ル
事
:
・
」【
神
宮
}
独
自
記
事
。
貞
慶
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
」
。
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ま
ず
見
え
や
す
い
の
は
、
【
神
宮
】
が
共
通
祖
本
段
階
か
ら
有
し
て
い
た
東
大
寺
戒
壇
説
に
対
す
る
〈
注
釈
〉
と
し
て
の
6

・
7

で
あ
る
。

ま
た
2

と

4

は
そ
れ
ぞ
れ
1

と

3

に
対
す
る
注
釈
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
【
神
宮
}の
記
事
1

が
、
【
東
急
】
が
本
条
末

(265) 

尾
に
置
き
、
ま
た
【
前
田
】
も
末
尾
の
「
鑑
真
和
尚
ノ
恩
ヲ
ム
ク
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
サ
ラ
ム
」
の
直
前
に
置
く
一
文
、

つ
ま
り
「
彼
ノ
仏
舎
利

本
尊
道
具
共
ヲ
残
シ
置
給
へ
リ
」
と
差
し
替
え
ら
れ
る
か
た
ち
で
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
【
神
宮
}
か
ら
流
布
本
系
統
祖
本

が
派
生
し
た
と
の
従
来
の
見
方
を
く
つ
が
え
す
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
の
経
路
、
す
な
わ
ち
こ
の
「
仏
舎
利
」
の
語
に
対
す
る
〈
注
釈
〉

と
し
て
記
事
1
が
配
さ
れ
る
と
い
う
経
路
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
、
記
事
3

・5
に
つ
い
て
も
流
布
本
系
の
伝
将
に
依
拠
し
た
校
定
・
増

ネ市

〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
書
に
拠
る
〈
注
釈
〉

こ
の
種
の
〈
注
釈
〉
は
流
布
本
系
伝
本
に
拠
つ
て
の
み
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
東
大
寺
条
の
行
基
・
菩
提
和
歌
贈
答
説
話
に
は

ス

の
場
合
、
ま
ず
行
基
が
「
霊
山
ノ
尺
迦
ノ
御
前
ニ
契
テ
シ
真
如
不
朽
」
相
見

の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
{
東
急
・
前
田
】

今
ム

ル
賀
奈
」
と
詠
み
か
け
、
菩
提
が
「
加
毘
羅
衛
ニ
共
ニ
契
シ
甲
斐
有
リ
テ
文
殊
ノ
御
白
ハ
相
見
ル
賀
奈
」
と
応
え
る
。
と
こ
ろ
が
【
神
宮
】
で
は
順
序

ア
ヒ

が
逆
に
な
り
、
さ
ら
に
菩
提
の
歌
は
「
加
昆
羅
衛
ニ
昔
別
レ
シ
日
本
ノ
文
殊
ノ
御
具
合
見
都
留
賀
奈
」
と
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
種
々

の
縁
起
資
料
に
見
え
る
の
だ
が
、
そ
の
多
く
は

【
東
急
】
等
と
同
様
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
要
録
』
供
養
章
第
三
「
元
興
寺

小
塔
院
師
資
相
承
記
」
・
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
所
引
「
元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
次
第
略
記
」
・
「
行
基
菩
薩
伝
」
・
「
大
安
寺
菩
薩
舞
伝
来
記
」

伊
」
牛E
a

【
神
宮
】
と
同
じ
構
成
・
和
歌
本
文
を
持
つ
説
話
が
見
え
る
の
だ
。
『
要
録
』
所
引
資
料
を
指
摘
し
た
野
口
博
久
は
、
和
歌
の
本
文
は

一
致
す
る
も
の
の
、
前
後
の
文
は
【
神
宮
】
と
関
係
が
薄
く
、
出
典
と
は
な
り
え
な
い
と
す
る
。
た
し
か
に
【
神
宮
】
は
こ
の
直
後
に
こ
の

二
資
料
に
も
見
え
な
い
独
自
文
を
有
し
、
直
接
の
出
典
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
「
巡
礼
記
』
以
外
の
こ
の
種
の
資
料
に
よ
っ
た
、

校
定
・
増
補
と
い
う
意
味
で
の
〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



さ
ら
に
こ
の
【
神
宮
】
の
構
成
と
和
歌
本
文
と
が
【
龍
門
】
と
一
致
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
【
神
宮
】
と
【
龍

門
】
に
は
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
が
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
二
の
興
福
寺
縁
起
説
の
出
典
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
箇
所

の
〈
注
釈
〉
は
そ
の
共
通
祖
本
段
階
の
営
為
で
あ
り
、
さ
ら
に
【
神
宮
・
龍
門
】
東
大
寺
条
の
良
弁
伝
承
に
施
さ
れ
た
、
「
七
大
寺
巡
礼
私
記
」

を
出
典
と
す
る
「
又
彼
ノ
執
金
剛
神
ノ
ハ
キ
ヨ
リ
金
色
ノ
光
明
出
テ
内
裏
ヲ
照
シ
ケ
リ
」
も
ま
た
、
同
じ
段
階
の
〈
注
釈
〉
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
略
述
傾
向
の
強
い
【
龍
門
】
に
、
【
神
宮
】
に
な
い
独
自
の
説
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
は
、
【
神
宮
・
龍
門
】
共
通
祖
本
か
ら
個
々

の
親
本
が
形
成
さ
れ
た
後
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
【
神
宮
】
で
〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
た

顕
著
な
痕
跡
の
見
え
る
招
提
寺
条
を
【
龍
門
】
は
持
た
な
い
た
め
判
然
と
は
し
な
い
の
だ
が
、
あ
る
い
は
、
【
神
宮
】
招
提
寺
条
の
〈
注
釈
〉

は
【
神
宮
・
龍
門
】
共
通
祖
本
か
ら
【
神
宮
】
の
親
本
が
分
か
れ
て
以
後
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

括

神
宮
文
庫
本
の
編
集
意
識

以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
た
要
点
を
箇
条
書
き
で
示
す
。
ま
た
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
系
統
図
を
左
記
の
よ
う
に
作
成
し
た
。

-
{
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
の
存
在
。

・
原
撰
本
か
ら
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
に
至
る
ま
で
に
流
布
本
系
祖
本
が
派
生
し
た
こ
と
。

-
流
布
本
祖
本
以
後
に
多
大
な
増
補
が
な
さ
れ
た
た
め
、
む
し
ろ
【
東
急
・
神
宮
}
共
通
祖
本
が
原
態
に
近
い
こ
と
。

-
【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本
か
ら
、
【
東
急
】
の
親
本
と
【
神
宮
・
龍
門
】
共
通
祖
本
が
派
生
し
た
こ
と
。

(264) 

-
{
神
宮
・
龍
門
】
共
通
祖
本
段
階
お
よ
び
両
本
の
親
本
段
階
で
、
流
布
本
を
含
め
た
諸
資
料
に
拠
る
広
義
の
〈
注
釈
〉
が
な
さ
れ
た
こ
と
。



-
し
た
が
っ
て
【
東
急
】
が
、
そ
の
親
本
段
階
で
誤
写
・
脱
文
を
起
こ
し
て
い
る
も
の
の
、
原
撰
本
に
最
も
近
い
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

原
撰
本

【
東
急
・
神
宮
】
共
通
祖
本

議 j

(263) 

【
東
急
】
親
本
|
|
「
|
{
東
急
】11
1
1
{
保
井
】

「
|
〔
多
武
峯
本
〕
「
!
【
彰
考
】

宮

共
通
祖

「
I 
龍神
門宮

-334-

[
増
補
]

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
生
じ
る
疑
問
が
あ
る
。
流
布
本
に
拠
っ
て
〈
注
釈
〉
を
施
し
た
の
な
ら
ば
、
流
布
本
が
{
東
急
・

流
布
本
系
祖
本
・
・
・
前
稿
参
照

神
宮
】
共
通
祖
本
に
比
し
て
大
増
補
を
行
な
っ
た
部
分
の
全
て
を
な
ぜ
使
わ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
【
神
宮
】の周
辺
で

な
さ
れ
た
〈
注
釈
〉
営
為
の
意
図
が
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
流
布
本
が
本
文
を
変
容
さ
せ
て
い
る
箇
所
で
も
、
【
東
急
・
神

宮
】
共
通
祖
本
に
対
応
す
る
本
文
が
存
在
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
〈
注
釈
〉
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
表
の
①
g
j
k

が
こ
れ
を
示
し
て
い

る
。
む
し
ろ
③
が
示
す
よ
う
に
、
{
神
宮
}
が
独
自
に
本
文
を
整
え
て
い
た
場
合
も
多
々
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
接
続
語
な
ど
叙
述
に
関



わ
る
語
句
、
修
辞
的
表
現
な
ど
を
流
布
本
が
増
幅
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
ら
は
等
閑
祝
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

問
題
は
①
p
q

に
分
類
し
た
流
布
本
の
独
自
記
事
と
独
自
配
列
で
あ
る
。
独
自
記
事
九
例
の
う
ち
の
六
例
は
い
ず
れ
も
叙
述
・
修
辞
に
関

わ
る
文
章
で
あ
る
。
ま
た
、
独
自
配
列
の
う
ち
の
一
つ
は
第
二
節
で
言
及
し
た
東
大
寺
四
聖
記
事
周
辺
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
配
列

は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
個
々
の
本
文
内
容
は
一
致
す
る
も
の
で
、
先
の
招
提
寺
条
と
は
状
況
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
外
の

事
例
を
掲
出
し
よ
う
。

-
元
興
寺
条
「
信
乃
国
ノ
善
光
寺
ノ
ア
ミ
タ
仏
モ
カ
ノ
ト
キ
ナ
ニ
ハ
ノ
エ
ニ
ナ
カ
サ
レ
給
ヒ
ケ
ル
ヤ
ラ
ム
」

(
p
)

-
大
安
寺
条
「
ノ
チ
ニ
コ
ソ
オ
ト
コ
山
ノ
イ
夕
、
キ
ヘ
ハ
ワ
タ
ラ
セ
給
シ
カ
此
寺
ハ
コ
レ
大
菩
薩
ノ
本
所
也
」

(
p
)

法
隆
寺
条
日
小
野
妹
子
法
華
経
将
来
説
話

(
p
・

q
)

-
大
安
寺
条
「
洛
陽
ノ
法
成
寺
ハ
南
京
ノ
大
安
寺
ヲ
ツ
ク
ラ
レ
タ
リ
」(
q
・
【
東
急
】
に
も
あ
り
)

法
隆
寺
条
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
も
南
都
圏
以
外
の
縁
起
説
で
あ
る
の
だ
。
法
華
経
将
来
説
話
は
明
ら
か
に
南
都
に
関
わ
る
言
説
で
あ
り
、
ま

た
引
用
は
し
な
い
が
そ
の
構
成
・
内
容
と
も
に
流
布
本
系
統
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
部
分
で
、
当
然
、
招
提
寺
条
と
同
様
の
規
模
の
〈
注
釈
〉

が
施
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
{
神
宮
】
は
こ
の
条
の
半
ば
以
降
を
失
っ
て
し
ま
っ

て
お
り
、
あ
る
い
は
法
隆
寺
条
末
尾
に
〈
注
釈
〉
的
記
事
が
配
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
を
保
留
す
る
な
ら
ば
、

【
神
宮
】
は
そ
の
編
集
・
〈
注
釈
〉
に
際
し
、
南
都
圏
以
外
の
言
説
を
排
除
す
る
音
山
'
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
南
都
以
外
の
寺
院
の
縁(262) 

起
説
も
広
く
収
載
し
よ
う
と
し
た
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
が
編
ま
れ
、
ま
た
流
布
本
が
伝
流
し
た
興
福
寺
大
乗
院
の
状
況
と
は
大
き
く
異



な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
【
神
宮
】
の
編
集
意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
度
会
家
行
が
著
し
、
直
系
の
度
会
実
相
が
書
写
し
た
『
類
緊
神
祇
本
源
』
(261) 

の
紙
背
に
現
【
神
宮
】
が
存
す
る
こ
と
こ
と
の
意
味
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
北
畠
親
房
の
影
響
を
強
く
受
け
つ
つ
、
伊
勢
外
宮
の
神
道

説
を
創
出
し
た
家
行
と
そ
の
家
系
の
周
辺
に
、
「
南
都
巡
礼
記
」
で
あ
る
こ
と
を
強
く
指
向
す
る
『
巡
礼
記
』
が
存
在
し
た
の
だ
。
そ
し
て

そ
こ
に
な
さ
れ
た
〈
注
釈
〉
と
は
中
世
に
お
け
る
学
問
的
営
為
に
ほ
か
な
ら
ず
、
度
会
神
道
説
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
と
の
重
な
り
に
さ

ら
な
る
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

日
淫

(
1
)
 

(
2
)
 
大
橋
直
義
「
『
建
久
御
巡
礼
記
』
の
基
礎
的
研
究
|
「
前
田
家
本
系
統
」
の
再
検
討
」
(
『
国
語
国
文
』
七
四
|
八
、
二

O
O

五
)

神
宮
文
庫
本
の
翻
刻
・
書
誌
・
解
題
、
お
よ
び
詳
細
な
研
究
史
に
つ
い
て
は
大
橋
直
義
「
神
宮
文
庫
蔵
『
〔
南
都
巡
礼
記
〕
』
(
『
類
緊
神
祇
本
源
』

紙
背
)
翻
刻
と
解
題
」
(
『
三
田
国
文
』
四
八
、
二OO
八
)
参
照
。

(
3
)
野
口
博
久
「
「
建
久
御
巡
礼
記
」
諸
本
略
説
」
(
『
説
話
』
一
、
一
九
六
八
)
、
同
「
『
建
久
御
巡
礼
記
』
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」
(
『
説
話
』
二
、

一
九
六
九
)

(
4
)
尊
経
閣
叢
刊
の
複
製
本
(
一
九
四

O
)
に
拠
る
。
な
お
【
東
急
}
の
引
用
は
『
校
刊
美
術
史
料
寺
院
篇
・
上
』
(
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
二
)
に
拠
る
が
、
原
本
に
そ
く
し
て
適
宜
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

(
5
)
大
橋
直
義
「
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
南
都
山
階
寺
諸
寺
諸
院
私
記
』
翻
刻
と
考
察
!
神
宮
文
庫
本
『
建
久
御
巡
礼
記
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
所

収
縁
起
と
の
関
連
」
(
『
巡
礼
記
研
究
』
二
、
二OO
五
)

(
6
)
大
日
本
仏
教
全
書
本
に
拠
っ
た
。

(
7
)国
書
刊
行
会
本
に
拠
っ
た
。

(
8
)
原
本
に
拠
れ
ば
こ
の
割
注
の
前
行
の
同
位
置
は
「
上
宮
太
子
」
で
あ
る
た
め
、
前
行
の
傍
記
が
こ
の
位
置
に
移
動
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

ぷ
U



(
凶
)

(
日
)

(
凶
)

(
η
)
 

(
9
)前
掲
注

(
3
)論
文
。
例
え
ば
興
福
寺
西
金
堂
条
の
「
智
剣
ト
ク
シ
テ
ヤ
イ
ハ
ア
リ
慧
鏡
ミ
カ
キ
テ
キ
ス
ナ
シ
ヤ
ム
コ
ト
ナ
カ
リ
シ
高
僧
也
」
、

招
提
寺
条
の
「
マ
コ
ト
ニ
コ
レ
苦
海
ノ
船
師
愛
河
ノ
橋
梁
也
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
叩
)
顕
兼
が
流
布
本
系
『
巡
礼
記
」
を
入
手
し
え
た
経
路
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
近
侍
し
て
い
た
九
条
兼
実
・
良
経
父
子
の
も
と
に
、
実
叡
の

属
す
興
福
寺
大
乗
院
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
、
さ
ら
に
建
久
二
年
の
南
都
巡
礼
を
行
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
多
子
の
も
と
に
、
顕
兼
叔

母
の
小
侍
従
が
出
仕
し
て
い
た
関
係
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
審
ら
か
で
は
な
い
。

(
日
)
醍
醐
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
所
引
「
招
提
寺
建
立
縁
起
」
も
流
布
本
系
統
と
同
じ
く
「
大
使
藤
原
清
河
副
使
大
伴
古
満
等
」
。

(
ロ
)
あ
る
い
は
名
代
が
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
に
関
わ
っ
た
菩
提
・
道
落
ら
を
伴
っ
て
帰
朝
し
た
と
い
う
事
績
が
影
響
し
て
訂
さ
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
蓋
然
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

(
日
)
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
巻
三
所
引
『
延
暦
僧
録
』
巻
一
ー
ー
思
託
伝
の
、
舎
利
が
龍
に
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
思
託
と
「
金
甲
」
を
帯
ぴ

た
「
神
人
」
に
よ
っ
て
免
れ
た
と
す
る
説
話
が
淵
源
か
。
そ
の
後
、
南
北
朝
期
『
唐
招
提
寺
解
』
に
は
思
託
に
関
わ
る
言
説
と
し
て
「
金
亀
」

が
舎
利
塔
を
負
っ
て
い
た
と
の
説
が
見
え
る
。
招
提
寺
内
の
思
託
伝
周
辺
に
こ
の
縁
起
説
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
前
田
・
集
記
】
共
通
祖
本
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
注(
1
)論
考
で
検
討
し
た
。

前
掲
注

(
5
)論
考
参
照
。

前
掲
注

(
2
)論
考
に
【
神
宮
】
【
龍
門
}
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
記
事
の
一
覧
を
付
し
た
。

現
神
宮
本
の
表
文
書
で
あ
る
『
類
緊
神
祇
本
源
」
内
宮
別
宮
篇
は
、
【
神
宮
】
と
同
筆
で
記
さ
れ
た
文
書
四
篇
を
纏
め
た
冊
子
本
を
解
体
し
、

そ
の
紙
背
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
延
暦
寺
関
連
二
篇
・
祇
園
社
関
連
一
篇
・
南
都
諸
寺
関
連
一
篇
で
あ
り
、
現
【
神
宮
】

が
書
写
さ
れ
た
段
階
で
は
、
そ
の
書
物
に
「
南
都
」
を
指
向
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
い
う
【
神

宮
】
の
「
南
都
」
指
向
性
と
は
、
そ
の
親
本
な
い
し
は
{
神
宮
・
龍
門
】
共
通
祖
本
段
階
の
編
集
意
識
で
あ
る
。

司I

付
記本

稿
は
平
成
二
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
末
筆
で
は
あ
る
が
、
学
部
生
以
来
、

な
が
ら
く
ご
指
導
を
た
ま
わ
っ
た
岩
松
研
吉
郎
先
生
に
一
記
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

(260) 
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。

加追の
重複等
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3 9 。 14 17 12 11 27 18 5 2 4 3 6 。 3 1 薮
①{東急・神
宮]が相対的

v 1 全万
に一致。〈流

10 15 12 3 1 2 2 3 。 2 布本〉に異同
あり。

~ 1/ 。 。 。 。 1 誤脱

。 。 。 。 2 4 。 。 4 8 1 I 1 8 10 。 6 6 総数 ②[流布・神
宮]が相対的

v 全フ己
に一致。[東

o 0 2 4 1  3 4 。 2 。 急]に異同あ
り。

~ 1/ 4 。 。 2 脱誤

4 ! 15 7 4 19 11 7 9 17 19 8 12 15 9 3 2 4 数
③[東急・流
布]が相対的

v 全フ巳
に一致。[神

5 7 11 18 5 6 12 6 2 2 3 宮]に異同あ
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~ 1/ 7 2 1 2 誤脱

【
表
}
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